令和６年度　第１学年　現代の国語　授業プリント（ワークシート１）
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　１年　　　　　　番氏名
教科書P124 ～　「テーマを決めて話し合おう」　
目標　「合意 (ごうい)形成 (けいせい)を図る (はかる)ための話し方 (はなしかた)を身 (み)に付けよう (つけよう)」
知１　【合意 (ごうい)形成 (けいせい)について理解 (りかい)を深めよう (ふかめよう)】
「合意 (ごうい)形成 (けいせい)」とは、話し合う (はなしあう)ときの考え方 (かんがえかた)（観点 (かんてん)）の一つ (ひとつ)。
　　・　みんなで【１　□□　】になって話し合い (はなしあい)、お互い (おたがい)の【２　□□　】を【３　□□　】させる。
・　グループ【４　□□　】が自分 (じぶん)の意見 (いけん)を言い合った (いいあった)状態 (じょうたい)で、最終的 (さいしゅうてき)なグループの【５　□□　】
に対して (たいして)、完全 (かんぜん)に【６　□□　】するメンバーが一人 (ひとり)もいない状態 (じょうたい)。
知２　【合意 (ごうい)形成 (けいせい)を図る (はかる)ための話し方 (はなしかた)について理解 (りかい)を深めよう (ふかめよう)】
「合意 (ごうい)形成 (けいせい)に向けて (むけて)話し合い (はなしあい)の内容 (ないよう)を調整 (ちょうせい)する話し方 (はなしかた)」
・　話し合い (はなしあい)の内容 (ないよう)を【７　□□　】したり、【８　□□　】したりする発言 (はつげん)
　　　→（例）　内容 (ないよう)を比べる (くらべる)／共通点 (きょうつうてん)や相違点 (そういてん)／よさや悪さ (わるさ)を洗い出す (あらいだす)／組み合わせて (くみあわせて)考える (かんがえる)
「グループ (ぐるーぷ)で納得 (なっとく)できる結論 (けつろん)を導き出す (みちびきだす)ための話し方 (はなしかた)」
・　【９　□□　】したり【１０　□□　】したりなどグループ (ぐるーぷ)全体 (ぜんたい)の納得度 (なっとくど)を高める (たかめる)ための発言 (はつげん)
　　　→（例）　便利 (べんり)なフレーズ（どうして？／～ということ？／他 (ほか)にある？／詳しく (くわしく)教えて (おしえて)？）
知３　【話し合い (はなしあい)における記録 (きろく)の取り方 (とりかた)ついて理解 (りかい)を深めよう (ふかめよう)】
「話し合い (はなしあい)ながら、相手 (あいて)の発言 (はつげん)内容 (ないよう)のポイント (ぽいんと)のみをメモ (めも)する」
・　素早く (すばやく)、簡潔 (かんけつ)に、自分 (じぶん)自身 (じしん)が読めれば (よめれば)大丈夫 (だいじょうぶ)！
→　メモ (めも)を元 (もと)に質問 (しつもん)したり内容 (ないよう)を分類 (ぶんるい)したりするなど、話し合い (はなしあい)を進める (すすめる)ためにメモ (めも)を活用 (かつよう)しよう
知（復習）　【話し合い (はなしあい)に臨む (のぞむ)際 (さい)に…（基本的 (きほんてき)なルール (るーる)や態度 (たいど)）】 (）)
　　①　全員 (ぜんいん)で話し合い (はなしあい)の【１１　□□　】を【１２　□□　】する
　　②　全員 (ぜんいん)が【１３　□□□□　】に【１４　□□□　】に参加 (さんか)する。
　　③　【１５　□□□　】の【１６　□□　】は【１７　□□　】まで聞く (きく)。
　　④　発言者 (はつげんしゃ)の【１８　□□　】と【１９　□□　】は切り離して (きりはなして)考える (かんがえる)。
　　⑤　発言 (はつげん)する際 (さい)は【２０　□□□□□□　】説明 (せつめい)を心がける (こころがける)。
　　⑥　誰 (だれ)かを【２１　□□□□　】ような発言 (はつげん)はしない。
主１　【合意 (ごうい)形成 (けいせい)を図る (はかる)ための話し方 (はなしかた)を身 (み)に付ける (つける)ために…】
「今回 (こんかい)の話し合い (はなしあい)単元 (たんげん)における自身 (じしん)の目標 (もくひょう)」



「どうしてその目標 (もくひょう)を設定 (せってい)したのか（理由 (りゆう)）　」



「目標 (もくひょう)達成 (たっせい)するためにはどうしたらいか（具体的 (ぐたいてき)にどのように取り組む (とりくむ)か）」

